
（９）特殊教育制度から特別支援教育制度になっての変化（Ⅲ問12）（Ⅲ問１×問12）

　特殊教育制度から特別支援教育制度になっての変化を尋ねたところ、“変わった（「変わった」

及び「やや変わった」の合計）”が21.0％（53人）、“変わらない（「あまり変わらない」及び

「変わらない」の合計）”が47.2％（119人）、「わからない」が27.4％（69人）であった。

　また、特殊教育制度から特別支援教育制度になっての変化について、通っている学校・学級

別に見ると、「小学校の通常学級」及び「小学校の特別支援学級」では「変わらない」がそれぞ

れ42.3%（14人）、23.6%（８人）と最も多く、「小学校の通常学級と通級による指導」では「わ

からない」が48.0%（11人）と最も多く、「特別支援学校小学部」では「あまり変わらない」が

32.3%（49人）と最も多かった。

（10）特別支援教育制度になって変化したこと（現在通っている学校・学級別）（複数回答）（Ⅲ

問１×問13）

　問12で「変わった」又は「やや変わった」と回答した人に、何が変わったかを尋ねたところ、
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特殊教育制度から特別支援教育制度になっての変化（現在通っている学校・学級別）（Ⅲ問１×問12）

合　計回答なしわからない変わらない
あまり変わ
らない

やや変わっ
た

変わった

332214546小学校の通
常学級 100.06.16.142.315.212.118.2

232113511小学校の通
常学級と通
級による指

導 100.08.748.013.021.74.34.3

34388762小学校の特
別支援学級 100.08.823.523.620.617.65.9

1523452349239特別支援学
校小学部 100.02.029.615.132.315.15.9

8112301
その他

100.012.512.525.037.50.012.5

2020000
回答なし

100.00.0100.00.00.00.00.0

252116950693419
合　計

100.04.427.419.827.413.57.5



「一人ひとりのニーズに応じた教育支援が行われるようになった」が50.9％（27人）と最も多く、

次いで「教育、医療、福祉など様々な機関が連携するようになった」が41.5％（22人）、「障害

に対する教員（学校）の理解が深まった」が24.5％（13人）であった。

　また、変わった内容について、通っている学校・学級別に見ると、「小学校の通常学級」では

「一人ひとりのニーズに応じた教育支援が行われるようになった」と「障害に対する教員（学

校）の理解が深まった」がともに40.0%（４人）と最も多くなっている。「小学校の通常学級と

通級による指導」では「一人ひとりのニーズに応じた教育支援が行われるようになった」、「教

育、医療、福祉など様々な機関が連携するようになった」、「障害に対する教員（学校）の理解

が深まった」がいずれも50.0%（１人）と最も多くなっている。「小学校の特別支援学級」では

「障害に対する教員（学校）の理解が深まった」が50.0%（４人）と最も多く、次いで「一人ひ

とりのニーズに応じた教育支援が行われるようになった」と「教育、医療、福祉など様々な機

関が連携するようになった」がともに37.5%（３人）となっている。「特別支援学校小学部」で

は「一人ひとりのニーズに応じた教育支援が行われるようになった」が56.3%（18人）と最も多

く、次いで「教育、医療、福祉など様々な機関が連携するようになった」が53.1%（17人）、「そ

の他」が21.9%（７人）となっている。

（11）問14特別支援教育コーディネーターの配置状況（Ⅲ問14）

　現在通っている学校に特別支援教育コーディネーターが配置されているか尋ねたところ、「配

置されている」が52.4％（132人）と最も多く、「わからない」が32.9％（83人）であった。
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特別支援教育制度になって変化したこと（現在通っている学校・学級別）（複数回答）

回答者数回答なしその他

障害に対
する他の
子どもや
保護者の
理解が深
まった

障害に対
する教員
（学校）
の理解が
深まった

乳幼児期
から学校
卒業後ま
で一貫し
た教育支
援が行わ
れるよう
になった

教員の専
門性が高
まった

教育、医
療、福祉
など様々
な機関が
連携する
ようにな
った

一人ひと
りのニー
ズに応じ
た教育支
援が行わ
れるよう
になった

1005040114小学校の
通常学級 100.00.050.00.040.00.010.010.040.0

200010011小学校の
通常学級
と通級に
よる指導 100.00.00.00.050.00.00.050.050.0

802140233小学校の
特別支援
学級 100.00.025.012.550.00.025.037.537.5

321724451718特別支援
学校小学
部 100.03.121.96.312.512.515.653.156.3

100000001
その他

100.00.00.00.00.00.00.00.0100.0

53114313482227
合　計

100.01.926.45.724.57.515.141.550.9



（12）特別支援教育コーディネーターへの相談経験（Ⅲ問15）

　問14で「配置されている」と回答した人のうち、特別支援教育コーディネーターに「相談し

たことがある」と回答した人は40.9％（54人）であったのに対して、「相談したことがない」と

回答した人は57.6％（76人）であった。

（13）特別支援教育コーディネーターに相談しての教育内容の改善（Ⅲ問16）

　問15で「相談したことがある」と回答した人に、相談して教育内容が改善されたか尋ねたと

ころ、“改善された（「改善された」及び「やや改善された」の合計）”が64.8％（35人）、“改善

されない（「あまり改善されない」及び「改善されない」の合計）”が31.5％（17人）となった。

（14）特別支援教育コーディネーターに相談しない理由（複数回答）（Ⅲ問17）

　問15で「相談したことがない」と回答した人の相談しない理由を見ると、「学級担任に相談し

ているから」が63.2％（48人）と最も多くなっている。

（15）校内委員会の設置状況（Ⅲ問18）

　現在通っている学校に校内委員会が設置されているか尋ねたところ、「設置されている」が

28.2％（71人）、「わからない」が57.6％（145人）であった。
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問14 特別支援教育コーディネーターの配置状況

合　計回答なしわからない
配置されて
いない

配置されて
いる

252148323132

100.05.632.99.152.4

特別支援教育コーディネーターへの相談経験

合　計回答なし
相談したこ
とがない

相談したこ
とがある

13227654

100.01.557.640.9

特別支援教育コーディネーターに相談しての教育内容の改善

合　計回答なし
改善されな

い
あまり改善
されない

やや改善さ
れた

改善された

542982015

100.03.716.714.837.027.8

特別支援教育コーディネーターに相談しない理由（複数回答）

合　計回答なしその他
相談しても改
善されないと
思うから

誰が特別支援
教育コーディ
ネーターなの
かがわからな
いから

学級担任に相
談しているか

ら

762196148

100.02.625.07.91.363.2



（16）「個別の教育支援計画」又は「個別の指導計画」の作成状況（Ⅲ問19）

　「個別の教育支援計画」又は「個別の指導計画」の作成状況を尋ねたところ、「『個別の教育支

援計画』と『個別の指導計画』の両方が作成されている」が32.1％（81人）と最も多く、次い

で「『個別の指導計画』が作成されている」が19.4％（49人）、「『個別の教育支援計画』が作成

されている」が17.9％（45人）であった。

（17）「個別の教育支援計画」又は「個別の指導計画」の作成への参加（Ⅲ問20）

　問19で「個別の教育支援計画」又は「個別の指導計画」、もしくはその両方が「作成されてい

る」と回答した人に、作成への参加状況を尋ねたところ、“参加した（「よく参加した」及び

「まあまあ参加した」の合計）”が70.3％（123人）、“参加していない（「あまり参加していない」

及び「参加していない」の合計）”が28.0％（49人）であった。

（18）中学校段階の希望進学先（現在通っている学校・学級別）（Ⅲ問21×問１）

　中学校段階の進学先を現在在籍している学校・学級別に見てみると、現在「特別支援学校小

学部」に在籍している人では、「特別支援学校中学部」を希望する回答が92.7%（141人）と最も

多く、現在「小学校の通常学級」に在籍している人は、「中学校の通常学級」を希望する回答が

48.4%（16人）と最も多い。
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校内委員会の設置状況

合　計回答なしわからない
設置されて
いない

設置されて
いる

252171451971

100.06.757.67.528.2

「個別の教育支援計画」又は「個別の指導計画」の作成状況

合　計回答なしわからない
作成されてい

ない

「個別の教育
支援計画」と
「個別の指導
計画」の両方
が作成されて

いる

「個別の指導
計画」が作成
されている

「個別の教育
支援計画」が
作成されてい

る

25295513814945

100.03.621.85.232.119.417.9

「個別の教育支援計画」又は「個別の指導計画」の作成への参加

合　計回答なし
参加していな

い
あまり参加し
ていない

まあまあ参加
した

よく参加した

175322277647

100.01.712.615.443.426.9



（19）進学先の希望理由（希望している進学先別）（複数回答）（Ⅲ問21×問22）

　問22で回答した学校を進学先として考えている理由を見ると、「一人ひとりのニーズに合った

教育支援が受けられるから」が41.3％（104人）と最も多く、次いで「障害に理解のある先生が

いるから」が26.6％（67人）、「仲のよい友達と同じ学校だから」が21.4％（54人）となってい

る。

　また、進学先として考えている理由について、学校ごとの内訳を見てみると、「中学校の特別

支援学級」及び「特別支援学校中学部」では、「一人ひとりのニーズに合った教育支援が受けら
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中学校段階の希望進学先（現在在籍している学校・学級別）

合　計回答なしその他
まだ考え
ていない

特別支援
学校中学
部

中学校の
特別支援
学級

中学校の
通常学級
と通級に
よる指導

中学校の
通常学級

3322413516小学校の
通常学級 100.06.16.112.13.09.115.248.4

232063156小学校の
通常学級
と通級に
よる指導 100.08.70.026.113.04.321.726.2

3413581421小学校の
特別支援
学級 100.02.98.814.723.541.35.92.9

152124141103特別支援
学校小学
部 100.00.71.32.692.70.70.02.0

81421000
その他

100.012.550.025.012.50.00.00.0

21000100
回答なし

100.050.00.00.00.050.00.00.0

25281121154201226
合　計

100.03.24.48.361.17.94.810.3



れるから」（それぞれ30.0％（６人）、59.7％（92人））が高い割合であるのに対し、「中学校の

通常学級」及び「中学校の通常学級と通級による指導」では、「地域との結びつきがあるから」

（それぞれ57.7％（15人）、58.3％（７人））が高くなっているのが見受けられる。
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進学先の希望理由（希望している進学先別）（複数回答） ①

同じ学校に
きょうだい
が通ってい
るから

希望する学
校への進学
だから

地域との結
びつきがあ
るから

親が情報を
集めて希望
しているか

ら

本人が情報
を集めて希
望している
から

担任や学校
のすすめに
より

一人ひとり
のニーズに
合った教育
支援が受け
られるから

67156431中学校の通
常学級 23.126.957.723.115.411.53.8

2073000中学校の通
常学級と通
級による指

導 16.70.058.325.00.00.00.0

2164116中学校の特
別支援学級 10.05.030.020.05.05.030.0

0267262592特別支援学
校中学部 0.016.94.516.91.33.259.7

0010000まだ考えて
いない 0.00.04.80.00.00.00.0

0001015
その他

0.00.00.09.10.09.145.5

0000000
回答なし

0.00.00.00.00.00.00.0

10343640710104
合　計

4.013.514.315.92.84.041.3

 ②

回答者数回答なしその他
通学が便利
だから

障害に理解
のある先生
がいるから

仲のよい友
達と同じ学
校だから

261213111中学校の通
常学級 100.03.87.750.03.842.3

1210527中学校の通
常学級と通
級による指

導 100.08.30.041.716.758.3

2003916中学校の特
別支援学級 100.00.015.045.05.030.0

154136206028特別支援学
校中学部 100.00.623.413.039.018.2

21181202まだ考えて
いない 100.085.74.89.50.09.5

1143030
その他

100.036.427.30.027.30.0

880000
回答なし

100.0100.00.00.00.00.0

2523345496754
合　計

100.013.117.919.426.621.4



（20）進学先の選択での悩みの有無（Ⅲ問23）

　進学先を選択するに当たって悩んでいることが「ある」と回答した人は32.5％（82人）であ

ったのに対して、「ない」と回答した人は50.0％（126人）であった。

（21）進学先の選択で悩んでいる理由（複数回答）（Ⅲ問24）

　問23で「ある」と回答した人の悩んでいる理由を見ると、「勉強についていけるかどうか心配

だから」が34.1％（28人）と最も多く、次いで「自分の適性が分からないから」が31.7％（26

人）、「進路が決まっていないから」が20.7％（17人）となっている。

（22）進学先の選択に当たって学校で指導してほしかったこと（複数回答）（Ⅲ問25）

　問23で「ある」と回答した人に、進学先を選択するに当たって、学校で指導してほしかった

（指導してほしい）こと、又は学校に対する要望を尋ねたところ、「職場見学、上級学校訪問な

どの体験学習」が34.1％（28人）と最も多く、次いで「進路指導に詳しい外部専門家の巡回相

談」が32.9％（27人）、「希望している進路先に関する情報の収集」が29.3％（24人）であった。
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進学先の選択で悩んでいる理由（複数回答） ①

勉強についてい
けるかどうか心
配だから

相談にのってく
れる人がいない

から

将来希望してい
る職業について
の情報がないか

ら

希望する進路先
についての情報
がないから

自分の適性が分
からないから

進路が決まって
いないから

2861582617

34.17.318.39.831.720.7

 ②

回答者数回答なしその他

進みたい進路に
ついての情報の
集め方が分から
ないから

進みたい進路に
ついて先生と意
見が合わないか

ら

進みたい進路に
ついて家族と意
見が合わないか

ら

82237723

100.02.445.18.52.43.7



（23）進学先の選択で悩んでいない理由（複数回答）（Ⅲ問26）

　問23で「ない」と回答した人の悩んでいない理由を見ると、「進路が決まっているから」が

43.7％（55人）と最も多く、次いで「進路を決めるまでにまだ時間があるから」が24.6％（31

人）、「自分の適性が分かっているから」が15.9％（20人）となっている。

（24）進学先が決まった契機（複数回答）（Ⅲ問27）

　問26で「進路が決まっているから」又は「自分の適性が分かっているから」と回答した人に、

そのきっかけを尋ねたところ、「家族の助言」が30.3％（20人）と最も多く、次いで「卒業生の

体験談と助言」が16.7％（11人）となっている。

29人）となっている。
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進学先の選択に当たっての学校で指導してほしかったこと（複数回答）

回答者
数

回答な
し

その他

学校の
先生の
進路指
導につ
いての
理解

将来希
望して
いる職
業に関
する情
報の収
集

希望し
ている
進路先
に関す
る情報
の収集

進路指
導に詳
しい外
部専門
家の巡
回相談

学校の
先生の
助言

ホーム
ルーム
活動な
どでの
自らの
生き方
に関す
る進路
学習

社会人
や職業
人によ
る講演・
講話

職場見
学、上
級学校
訪問な
どの体
験学習

8220122116242717161228

100.024.414.625.619.529.332.920.719.514.634.1

進学先の選択で悩んでいない理由（複数回答）

回答者数回答なしその他

進路を決め
るまでにま
だ時間があ
るから

家族が進路
先を決めて
くれると思
うから。

学校が進路
先を決めて
くれると思
うから。

自分の適性
が分かって
いるから

進路が決ま
っているか

ら

1261518311202055

100.011.914.324.69.50.015.943.7

進学先が決まった契機（複数回答）

回答者
数

回答な
し

その他

テレビ
や本な
どの情
報から

進路相
談に詳
しい外
部専門
家の巡
回相談

卒業生
の体験
談と助
言

家族の
助言

学校の
先生の
助言

ホーム
ルーム
活動な
どでの
自らの
生き方
に関す
る進路
学習

社会人
や職業
人によ
る講演・
講話

職場見
学、上
級学校
訪問な
どの体
験学習

665293111209335

100.07.643.94.51.516.730.313.64.54.57.6


